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※（　）は前年比

文章中の☆の付いた用語は、21ページの用語解説
「おしえて！セイアくん！（仮）」で解説しています。
参考に読んでみてください！

撮
影
：
吉
田
哲
也
（
阿
智
村
議
会
議
長
）
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9月定例会　112号

【浪合　治部坂コスモス】　
　浪合治部坂高原スキー場の７haの敷地
に、約１００万本のコスモスが咲いていま
す。毎年８月～９月頃にコスモス祭りを開
催していますので、ぜひご来場ください。

目次

主要財政指標

経常収支比率

実質公債比率

75.7%

0.1%

80.9%

－0.1%

３年度 ２年度 説　　明

税収や普通交付税などの一般財源に対する元利償還金（借金の返済額）の割合。
返済額よりも国が返済用に出してくれるお金が多いとマイナスになる。（18％以上は要注意）

一般財源に対する施設の維持・管理や人件費などの経常的に支出される経費の割合。
少ないほど自由に事業を行うお金が多い。（理想値：70～80％）

一般会計
歳入　総額62億4,550万円 歳出　総額57億9,210万円

令和３年度阿智村歳入歳出決算
人件費増加！効率的な人員配置を！

県支出金
2億9,641万円
（106.6%）

国庫支出金
7億6,296万円
（47.1%）村債

3億9,610万円
（75.2%）

地方交付税
29億2,944万円
（108.2%）

その他の
自主財源
2億5,914万円
（105.9%）

繰越金
3億6,744万円
（81.4%）

使用料及び手数料
8,088万円
（88.2%）

分担金及び
負担金
3,118万円
（125.1%）

繰入金
9,870万円
（38.2%）

村税
6億7,567万円
（91.7%）

その他の依存財源
3億4,759万円
（133.5%）

商工費
5億2,066万円
（70.5%）

農林水産業費
3億6,384万円
（129.5%）

衛生費
3億8,805万円
（77.8%）

議会費
6,786万円
（99.8%）

民生費
12億8,841万円
（119.2%）

総務費
10億8,326万円
（51.9%）

公債費
4億425万円
（106.7%）

災害復旧費
7,403万円
（77.0%）

教育費
5億942万円
（81.5%）

土木費
8億6,015万円
（121.2%）

消防費
2億3,217万円
（88.1%）
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一
般
会
計
・
特
別
会
計

　
一
般
会
計
の
主
要
財
政
指
標
は
、

引
き
続
き
良
好
な
水
準
に
あ
り
、
財

政
の
硬
直
度
を
示
す
「
経
常
収
支
比

率
」
は
７５
・
７
％
と
改
善
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
基
金
残
高
は
増
加
し
、
村

債
残
高
を
上
回
り
健
全
な
状
況
と
判

断
し
ま
す
が
、
基
金
の
あ
り
方
を
含

め
運
用
方
法
も
十
分
に
検
討
さ
れ
た

い
。

　
今
後
は
、
庁
内
の
連
携
を
密
に
し
、

最
重
要
課
題
の
選
定
と
、
そ
の
実
施

に
つ
い
て
十
分
検
討
さ
れ
た
い
。

　
村
税
及
び
税
外
の
未
収
金
の
回
収

は
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
改
善
し

て
き
て
い
ま
す
。
原
因
を
分
析
し
、

早
期
の
回
収
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

 

水
道
事
業
会
計

　
水
需
要
の
減
少
で
使
用
料
の
伸
び

悩
み
も
あ
っ
た
が
、
昨
年
に
引
き
続

き
原
価
償
却
費
が
減
少
し
た
た
め
、

３
年
連
続
し
て
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
減
価
償
却
費
の

減
少
は
施
設
の
老
朽
化
が
始
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
水
道
料

金
の
適
正
化
も
視
野
に
入
れ
、
効
率

的
な
経
営
が
重
要
と
考
え
る
。

　
未
収
金
は
、
昨
年
度
よ
り
も
減
少

し
て
い
る
が
、
利
用
者
の
公
平
負
担

の
観
点
か
ら
も
、
給
水
停
止
、
不
納

欠
損
処
分
等
の
検
討
も
含
め
、
滞
納

整
理
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

９月
認定

（不認定）
可決

（否決）

３月

村長

予算執行
４月～翌３月

決算議案を
議会に提出 予算編成

決算を審査 予算を審査

決算を審査した
結果は今後の予
算編成に生かさ
れます。

各常任委員会・特別委員会で
審査し、本会議で予算・決算を
決定します。

予算は適性かつ効
果的に使われたか？
事業の成果は?
などを検証

村民の代表

としてチェッ
ク

します！

決算審査での意見が
反映されているかも
併せてチェック

予算議案を
議会に提出

村議会

国民健康保険事業

国民健康保険直診

下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水

介 護 保 険

後期高齢者医療

2億1,290万円

8,266万円

（99.5％）

（86.4％）

1億9,996万円

1億3,761万円

（99.6%）

（96.6%）

会 計 名 歳　入　（前年比） 収 入（前年比） 支 出（前年比）歳　出　（前年比）

収益的

資本的

監査委員からの主な意見

特別会計 水道事業会計

３つの同意と１２議案、３つの請願について
審議しました

定例会の
あらまし　　

決算、予算の流れ

5億8,313万円

4,576万円

3億4,335万円

8,376万円

8億8,351万円

7,784万円

（　99.5％）

（　77.2%）

（　85.2%）

（110.7%）

（106.1%）

（100.6%）

5億7,044万円

4,179万円

3億2,603万円

7,200万円

8億7,241万円

7,716万円

（　98.3%）

（　79.3％）

（　83.2%）

（110.3%）

（107.5%）

（100.6％）
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主
な
質
疑

Ｑ
　
２
期
６
年
間
の
実
績
の
評
価
と

課
題
は
。

Ａ
　
☆

若
駒
ア
カ
デ
ミ
ー
の
開
校
や

英
検
へ
の
補
助
、
Ｉ
Ｔ
教
育
の
取
り

組
み
、
ま
た
子
育
て
支
援
室
や
☆

あ

ち
っ
こ
プ
ラ
ザ
な
ど
支
援
体
制
の
強

化
な
ど
行
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

対
応
で
も
陣
頭
に
た
っ
て
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
取
り
巻
く
環
境
も
複
雑

で
、
細
か
な
支
援
が
行
き
届
か
な
か

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
今
後
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
地
域
が
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く

か
。

Ａ
　
地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も

達
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
仲
間
ど
う
し
支
え
合

え
る
地
域
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

も
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
組
織
の
上
に
向
い
て
意
見
が
言

え
な
い
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

Ａ
　
組
織
に
問
題
が
あ
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
聞
き
取
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
　
村
の
子
ど
も
の
将
来
に
望
む
も

の
は
何
か
。
ま
た
、
教
育
に
対
す
る

基
本
理
念
は
。
教
育
委
員
会
は
同
じ

方
向
を
向
い
て
い
る
か
。

Ａ
　
学
力
は
基
本
で
あ
り
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
人
の

道
を
外
さ
な
い
、
人
の
気
持
ち
を
推

し
量
れ
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域

を
愛
し
、
担
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
も
一
緒
に
な
っ
て
や

っ
て
い
ま
す
。

採
決　

　
同
意
６
、
不
同
意
５
に
て
同
意

主
な
質
疑

●
歳
入
に
つ
い
て

Ｑ
　
村
主
催
の
駅
伝
大
会
の
参
加
費

は
村
が
負
担
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

Ａ
　
今
年
度
実
施
以
降
、
実
行
委
員

会
で
も
意
見
を
聞
き
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

●
歳
出
に
つ
い
て

Ｑ
　
国
か
ら
交
通
安
全
対
策
特
別
交

付
金
が
１
０
０
万
円
程
来
て
い
る
が
、

交
通
安
全
協
会
か
ら
お
金
を
出
し
て

も
ら
い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て

い
る
。
交
付
金
を
充
て
る
べ
き
で
は
。

Ａ
　
交
通
安
全
協
会
の
支
部
と
も
相

談
し
、
村
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
所
は
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
　
昼
神
に
整
備
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク

施
設
の
目
的
と
効
果
は
。
ま
た
、
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

Ａ
　
目
的
は
、
使
わ
れ
て
い
な
い
施

設
の
有
効
活
用
と
村
外
企
業
の
利
用

に
よ
る
村
の
活
性
化
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
、
な
か
な
か
利
用
が
増
え
ま
せ

ん
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
け
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。

　
観
光
客
と
住
民
の
交
流
の
場
と
な

る
よ
う
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

Ｑ
　
人
件
費
が
年
々
上
が
っ
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
も
増
え
て
い
る

が
、
効
率
の
い
い
人
員
配
置
が
で
き

て
い
る
か
、
効
果
は
ど
う
検
証
し
て

い
る
の
か
。

Ａ
　
人
員
の
必
要
な
所
に
は
増
員
し

て
き
ま
し
た
。
逆
に
コ
ロ
ナ
で
思
う

よ
う
に
仕
事
で
き
な
い
部
署
も
あ
る

の
で
、
職
員
を
異
動
さ
せ
て
効
率
よ

く
業
務
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
課
長
や
住
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
効
果
を
見
て
い
ま
す
。

主
な
討
論

賛
成
　
コ
ロ
ナ
対
策
で
地
方
交
付
税

が
増
額
さ
れ
、
経
常
収
支
比
率
は
改

善
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
甘
え
☆

健
全

財
政
だ
と
す
る
の
は
危
険
。（
財
政
的

に
も
）
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
を
怠
ら
な
い
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

賛
成
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
通
常
業
務

に
加
え
、
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
る

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
。
今
後
の
よ
り
よ
い
村

づ
く
り
に
繋
げ
て
も
ら
い
た
い
。

賛
成
　
人
件
費
が
伸
び
す
ぎ
て
い
る
。

☆

財
政
硬
直
化
の
原
因
に
な
る
た
め
、

極
力
抑
え
て
も
ら
い
た
い
。

賛
成
　
村
税
等
の
自
主
財
源
が
多
く

あ
る
。
今
後
も
維
持
で
き
る
よ
う
に

財
政
運
営
を
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
。採

決　

全
員
賛
成
に
て
認
定

あち「議会だより」No.112

※
Ａ
は
村
長
の
答
弁

pick up

阿
智
村
教
育
長
の
任
命
に

関
す
る
同
意
に
つ
い
て

pick up

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
水
道
事
業
会
計
に

つ
い
て
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主
な
質
疑

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

（
１
２
０
万
円
増
）

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
納
税
額
が
他
市
町
村

と
比
べ
少
な
い
が
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
。

Ａ
　
今
ま
で
の
取
り
組
み
は
十
分
で

な
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
職
員
が
対
応
し
き
れ
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
回
業
務
委
託
費
の
補
正
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。

主
な
討
論

賛
成
　
物
価
高
騰
に
対
す
る
村
民
へ

の
支
援
事
業
は
特
に
評
価
で
き
る
。

賛
成
　
農
業
関
係
の
物
価
高
に
対
す

る
対
応
は
、
迅
速
で
有
意
義
だ
と
思

う
。採

決　

全
員
賛
成
に
て
可
決

上程された議案の議決結果

人　　事

指定管理

決　　算

補正予算

☆請　　願
　

阿智村教育長の任命に関する同意

阿智村教育委員会委員の任命に関する同意

阿智村教育委員会委員の任命に関する同意

治部坂高原交流施設の指定管理者の指定

令和３年度　一般会計歳入歳出決算認定

令和３年度　国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定

令和３年度　下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

令和３年度　農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

令和３年度　介護保険特別会計歳入歳出決算認定

令和３年度　後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

令和３年度　水道事業会計決算認定

令和４年度　一般会計補正予算（第２号）

令和４年度　国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和４年度　介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和４年度　水道事業会計補正予算（第１号）

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める請願

さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める請願

不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を
求める請願

請願の議決結果
採　 択

採　 択

継続審査

同　 意

同　 意

同　 意

可　 決

認　 定

認　 定

認　 定

認　 定

認　 定

認　 定

認　 定

可　 決

可　 決

可　 決

可　 決

pick up

令
和
４
年
度
阿
智
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
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令
和
３
年
度
の
決
算
認
定
に
つ
き

ま
し
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
審

議
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
決
算
特
別

委
員
会
か
ら
報
告
い
た
し
ま
す
。

 

５０
項
目
以
上
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
主
な
質
疑
に
つ
い
て
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
　
☆

福
祉
灯
油
等
購
入
助
成
事
業

の
実
績
は
。

Ａ
　
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
配

布
対
象
世
帯
は
、
５
８
９
世
帯
で
総

額
５
５
１
万
１
５
０
０
円
の
助
成
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
利
用
率

９３
・
５
７
％
で
、
未
利
用
者
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
世
帯
で
、
買
い
に
行

け
な
か
っ
た
り
、
利
用
す
る
前
に
期

限
が
来
て
し
ま
っ
た
り
な
ど
の
理
由

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
１
０
０

％
の
利
用
率
に
な
る
よ
う
改
善
を
し

ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
　

Ｑ
　
令
和
３
年
度
の
移
住
実
績
は
。

Ａ
　
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
把
握
分
で

は
、
５１
名
の
移
住
者
が
あ
り
、
方
面

別
に
は
東
京
圏
１４
名
、
中
京
圏
４
名
、

関
西
圏
１
名
、
県
内
２０
名
、
そ
の
他

の
県
１２
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
回
答
に
対
し
て
、
各
市
町
村

が
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

阿
智
村
の
魅
力
を
し
っ
か
り
発
信
し

て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
社
会
福
祉
費
、☆
福
祉
施
設
等
燃

油
価
格
高
騰
対
策
緊
急
補
助
金
が
５

０
０
万
の
予
算
に
対
し
て
、
３
９
６

万
円
の
不
用
額
と
な
っ
て
い
る
の
は
。

Ａ
　
施
設
へ
配
当
見
込
み
の
全
額
を

利
用
さ
れ
た
施
設
も
あ
り
ま
し
た
が
、

施
設
に
よ
っ
て
は
十
分
に
活
用
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
緊
急
か
つ
初
め
て

の
事
業
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
不
用

額
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
額
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
は
取

り
組
み
の
改
善
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
　☆
成
年
後
見
人
が
必
要
な
人
が
増

え
て
き
て
い
る
が
、
村
内
で
の
対
応

は
。

Ａ
　
下
伊
那
１４
市
町
村
が
、
総
額
１

８
０
０
万
円
を
人
口
割
で
負
担
し
、

成
年
後
見
人
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
専
門
職
員
が
相
談
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。
協
議
会
の
相
談
員
は
、
現

在
３
名
の
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

年
々
相
談
が
増
え
て
い
る
の
で
、
令

和
５
年
度
に
は
、
１
名
増
員
し
た
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。
阿
智
村
で
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
社
会
福

祉
士
が
相
談
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。
包
括
支
援
の
段
階

で
成
年
後
見
人
の
必
要
な
人
の
把
握

が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
不
法
投
棄
監
視
員
の
職
務
内
容

と
現
状
は
。

Ａ
　
現
在
８
名
の
方
に
監
視
員
を
お

願
い
し
、
毎
月
活
動
状
況
の
報
告
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
が

あ
っ
た
場
合
、
軽
微
な
ケ
ー
ス
は
監

視
員
の
方
が
対
応
し
て
く
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
監
視
員
か
ら

の
連
絡
を
受
け
て
村
が
回
収
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
金
の
内
訳
と
近
年
の
実
施
状
況
は
。

Ａ
　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
金
は
、
令
和
３
年
度
は
１０
件
で
、

１
９
７
万
円
。
令
和
２
年
度
は
９
件

で
、
１
７
６
万
７
千
円
で
、
最
近
は

ほ
ぼ
同
程
度
の
申
請
状
況
で
す
。

Ｑ
　
信
南
交
通
広
域
バ
ス
駒
場
線
の

運
行
補
助
金
額
の
算
出
根
拠
は
。

Ａ
　
阿
智
村
と
飯
田
市
で
負
担
し
、

飯
田
市
７８
％
、
阿
智
村
２２
％
を
負
担

し
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
額
は
、
燃

料
費
や
人
件
費
な
ど
に
連
動
し
て
変

わ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
決
算
報
告

信南交通広域バス駒場線
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Ｑ
　
心
の
教
室
相
談
員
の
活
動
と
小

中
学
校
の
不
登
校
の
状
況
は
。

Ａ
　
教
育
委
員
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
の
統
計
で
、
年
間
の
欠
席
日
数

が
３０
日
以
上
の
不
登
校
児
童
生
徒
は

小
学
校
２
名
、
中
学
校
１２
名
で
す
。

対
策
と
し
て
は
、
心
の
相
談
員
や
特

別
教
育
支
援
員
を
配
置
し
た
り
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
中
間
教
室

を
設
置
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
家
か

ら
出
て
こ
ら
れ
な
い
子
に
は
、
家
庭

訪
問
や
、
学
校
の
授
業
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
自
宅
で

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
小
学
校
よ
り
も
中
学
校
の
不
登

校
の
割
合
が
大
き
い
原
因
は
な
に
か
。

Ａ
　
様
々
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
小
学
校
と
は
違
っ
た
環
境
へ
の

適
応
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
大
き

な
集
団
へ
の
不
適
応
や
通
学
距
離
の

変
化
や
思
春
期
の
年
齢
的
な
こ
と
な

ど
様
々
な
環
境
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
小
規
模
集
団
か
ら

大
き
な
集
団
へ
の
適
応
に
対
し
て
は
、

学
校
間
の
交
流
活
動
な
ど
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
回
答
に
対
し
て
、
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
が
突
然
出
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
前
後
の
葛
藤
期
が
あ
る
。
そ
こ
へ

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
問
題
解
決
を
お
願

決算特別委員会

い
し
た
い
、
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。

Ｑ
　
保
育
園
の
芝
生
管
理
に
１
０
０

万
円
を
超
え
る
委
託
料
が
か
か
っ
て

い
る
が
成
果
は
。

Ａ
　
令
和
２
年
度
か
ら
芝
生
化
を
し
、

管
理
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

芝
生
に
つ
い
て
は
、
当
初
様
々
な
ご

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
保

護
者
の
皆
様
か
ら
特
に
ご
意
見
は
い

た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち

に
は
、
裸
足
で
活
動
で
き
て
い
る
こ

と
が
大
変
好
評
で
す
。

Ｑ
　
全
国
で
は
、
給
食
費
全
額
負
担

と
い
う
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
よ

う
だ
が
、
村
の
今
後
の
方
針
は
。

Ａ
　
阿
智
村
の
給
食
費
は
、
近
隣
市

町
村
で
も
低
い
ほ
う
で
す
。
米
に
つ

い
て
は
村
内
産
米
を
使
用
し
て
全
額

補
助
し
て
い
ま
す
が
、
給
食
費
の
全

額
補
助
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
３

０
０
０
万
円
を
超
え
ま
す
。
近
隣
で

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
児
童
生

徒
数
も
大
変
少
な
い
学
校
で
あ
り
、

本
村
で
の
実
施
に
つ
い
て
現
在
は
検

討
し
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
環
境
に
優
し
い
住
宅
設
備
導
入

補
助
金
と
は
な
に
か
。
ま
た
、
設
置

状
況
は
。

Ａ
　
補
助
内
容
は
、
薪
・
ペ
レ
ッ

ト
・
竹
の
ボ
イ
ラ
ー
や
薪
・
ペ
レ
ッ

ト
の
ス
ト
ー
ブ
、
太
陽
熱
温
水
器
導

入
へ
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
令
和

２
年
度
は
、
太
陽
光
発
電
１０
件
、
太

陽
熱
温
水
器
６
件
、
薪
ス
ト
ー
ブ
３

件
、
竹
ボ
イ
ラ
ー
１
件
、
令
和
３
年

度
は
、
太
陽
光
発
電
１４
件
、
太
陽
熱

温
水
器
５
件
、
薪
ス
ト
ー
ブ
７
件
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
２
件
へ
の
補
助

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

で
、
収
入
未
済
額
が
１
３
０
０
万
程

と
な
っ
て
い
る
が
、
保
険
証
を
利
用

で
き
な
い
方
が
村
内
に
お
ら
れ
る
の

か
。

Ａ
　
短
期
保
険
証
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
い
ま
す
が
、
保
険
証
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
介
護
保
険
特
別
会
計
で
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
に
１
０
０
０
万
円

の
不
用
額
が
出
た
理
由
は
。

Ａ
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
は
、
延
べ
１

万
２
０
０
０
人
ほ
ど
の
方
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
利
用

控
え
は
あ
り
ま
し
た
が
、
給
付
額
は

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
用
額
に

つ
い
て
は
、
毎
年
１
０
０
０
万
円
程

度
は
出
て
い
ま
す
。
重
度
の
要
介
護

者
が
出
た
場
合
、
１
人
に
つ
き
年
間

４
０
０
万
円
近
い
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
予
算
と
し
て
は
、
年
度
途
中
で

の
補
正
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、

新
規
に
２
人
の
方
が
必
要
に
な
る
こ

と
を
想
定
し
て
９
０
０
万
円
程
度
の

計
上
を
し
て
い
ま
す
。

　
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
議
の
結

果
、
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

芝生化した園庭（浪合保育園）
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９
月
定
例
会
総
務
常
任
委
員
会
で

の
主
だ
っ
た
審
議
の
内
容
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

治
部
坂
高
原
交
流
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
店
舗
名
は
「
治
部
坂
十
割
そ
ば
」

で
、
現
在
経
営
さ
れ
て
い
る
事
業
者

か
ら
引
き
続
き
指
定
管
理
を
受
け
事

業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
の
意
向

を
受
け
ま
し
た
。
委
員
会
と
し
て
、

現
在
の
経
営
状
況
、
決
算
書
の
内
容

を
確
認
す
る
中
で
、
引
き
続
き
指
定

管
理
の
指
定
を
す
る
こ
と
を
認
め
ま

し
た
。

指
定
期
間
　
令
和
４
年
１０
月
１
日
か

ら
令
和
９
年
９
月
３０
日
迄

令
和
４
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
財
産
管
理
費
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
阿
智
村
８
月
末
時
点
で
普
及
率

は
４０
％
、
村
内
へ
出
向
い
て
の
申
請

手
続
き
で
、
９
月
４
日
上
中
関
で
は

２０
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
こ
と
、
全

国
の
普
及
率
は
８
月
２７
日
現
在
５０
％

と
経
団
連
会
議
の
中
で
報
告
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
村
内

で
は
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
の

は
浪
合
診
療
所
の
み
で
す
が
、
使
っ

て
い
れ
ば
便
利
な
こ
と
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
通
信
障
害
発
生
時
の
対

応
は
、
以
前
は
全
国
一
本
化
で
取
り

組
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

西
日
本
、
東
日
本
と
い
う
よ
う
に
、

二
本
立
て
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
な
っ

て
お
り
、
ど
ち
ら
か
が
生
き
て
い
れ

ば
大
丈
夫
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

る
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
・
拡
充
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

　
委
員
会
で
は
採
択
し
て
関
係
機
関

へ
送
付
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教
育

予
算
の
増
額
を
求
め
る
請
願
に
つ
い

て　
委
員
会
で
は
採
択
し
て
関
係
機
関

へ
送
付
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

不
登
校
児
生
徒
に
対
し
て
多
様
な
学

習
機
会
の
確
保
の
た
め
の
経
済
的
支

援
制
度
の
確
立
を
求
め
る
請
願
に
つ

い
て

　
委
員
会
審
議
の
中
で
は
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
阿
智
村
の
現
状
を
知

る
こ
と
や
、
議
会
全
体
で
問
題
意
識

を
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
学
習
す
る

機
会
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
と
の
提
案
も
あ
り
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
致
し
ま
し
た
。

協
議
事
項

浪
合
・
清
内
路
診
療
所
利
用
促
進
モ

デ
ル
事
業
実
施
要
領（
案
）に
つ
い
て

　
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
取
り
組
み
を

は
じ
め
、
そ
の
後
の
運
営
に
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
ま
ず
そ
の

手
始
め
に
な
る
事
業
。
免
許
証
返
納

総
務
常
任
委
員
会

な
ど
に
よ
り
、
自
力
で
診
療
所
ま
で

の
移
動
が
で
き
な
く
な
る
方
々
が
増

加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
た
め
の
試
行
（
モ
デ
ル
事
業
）

で
す
。
審
議
の
中
で
は
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
と
の
併
用
（
補
助
金
の
二
重

利
用
）
は
で
き
な
い
と
の
村
側
か
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
過
去
か
ら

の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
率
を
見

た
場
合
、
併
用
し
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
と
の
意
見
も
出
さ
れ
、
再
度

村
で
検
討
し
た
結
果
そ
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
あ
り

利
用
さ
れ
る
側
に
わ
か
り
や
す
い
説

明
、
周
知
を
す
る
こ
と
が
大
事
と
の

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド  

使
用
で
き
る
箇
所
が
増
え
便
利
に
な
る

治部坂高原交流施設（治部坂十割そば）
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令
和
４
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

■
農
業
総
務
費
　
肥
料
価
格
高
騰
緊

急
支
援
事
業
補
助
金
３
７
０
０
万
円

　
８
月
の
当
委
員
会
に
お
い
て
行
政

よ
り
、
昨
今
の
物
価
高
騰
に
対
し
、

農
業
従
事
者
に
つ
い
て
も
大
変
負
担

増
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で

あ
り
、
緊
急
支
援
事
業
と
し
て
肥
料

代
に
つ
い
て
の
補
助
を
行
い
た
い
と

の
提
案
が
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
審
議
し
、
要
綱
に
つ
い
て
認
め
ま

し
た
。
今
回
そ
れ
に
基
づ
く
事
業
執

行
の
た
め
の
補
正
予
算
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
増
額
補
助
額
の
算
出
根
拠
に
つ

い
て
。

Ａ
　
令
和
３
年
度
に
農
業
所
得
の
申

告
を
さ
れ
た
方
、
☆

青
色
申
告
者
３６

名
、
白
色
申
告
者
約
３
０
０
名
と
法

人
、
令
和
４
年
度
の
認
定
新
規
就
農

者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
補
助
金
対

象
経
費
４
分
の
１
以
内
、
上
限
は
個

人
と
法
人
、
認
定
新
規
就
農
者
が
１０

万
円
、
認
定
農
業
者
が
２０
万
円
と
し

て
算
出
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
来
春
の
肥
料
に
つ
い
て
、
１２
月

ま
で
に
納
品
さ
れ
て
い
れ
ば
対
象
に

な
る
か
。

Ａ
　
今
年
１２
月
末
ま
で
に
納
品
さ
れ
、

令
和
５
年
の
１
月
末
ま
で
に
支
払
い

が
終
わ
り
、
領
収
書
等
の
申
告
書
類

が
あ
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
納
入
業
者
に
、
そ
の
旨
通
知
は

で
き
な
い
か
。

Ａ
　
Ｊ
Ａ
に
は
話
は
し
て
い
ま
す
が
、

全
業
者
へ
の
通
知
は
不
可
能
で
す
。

要
望
　
審
議
の
中
で
、
販
売
を
し
て

い
な
い
家
庭
菜
園
の
方
へ
の
支
援
も

今
後
検
討
さ
れ
た
い
と
の

要
望
が
挙
が
り
ま
し
た
。

■
ま
ち
づ
く
り
整
備
費
１
８
０
万
円

Ｑ
　
こ
の
内
容
は
。

Ａ
　
現
在
、
運
動
公
園
周
辺
整
備
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
Ｂ
地
区
の
公
園
整
備
を
進
め
る

に
当
た
り
、
国
の
補
助
金
で
あ
る

「
社
会
資
本
総
合
整
備
交
付
金
」
を

活
用
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
申
請
の
中
で
、
こ
の
計
画
に
お

け
る
、
費
用
対
効
果
を
算
出
す
る
必

要
が
生
じ
て
き
た
た
め
、
☆

公
園
費

用
便
益
比
算
出
と
し
て
業
務
委
託
す

る
費
用
と
な
り
ま
す
。

■
道
路
新
設
改
良
費　
１
億
１
０
５

２
万
６
千
円

　
は
じ
め
に
、
こ
の
補
正
の
中
で
、

上
程
後
の
状
況
に
よ
り
補
正
額
に
変

更
は
な
い
が
、
工
事
箇
所
の
変
更
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
予

定
し
て
い
た
☆

長
塚
橋
の
改
修
工
事

を
次
年
度
に
回
し
、
そ
の
予
算
を
、

中
央
道
に
か
か
る
☆

伏
谷
橋
の
撤
去

工
事
に
回
す
と
い
う
内
容
で
す
。

Ｑ
　
す
で
に
地
元
へ
の
説
明
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
延
期
の
了
解
は
得
て

い
る
か
。

Ａ
　
地
元
へ
の
了
解
は
得
て
お
り
、

当
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
そ
の
他
の

付
帯
工
事
に
つ
い
て
は
予
定
通
り
今

年
度
実
施
す
る
旨
を
伝
え
て
あ
り
ま

す
。

　
審
議
の
結
果
、
令
和
４
年
度
阿
智

村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
つ
い
て
は
認
め
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
阿
智
村
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
今
年
度
老
朽
管
の
布
設
替
え
を
３

箇
所
予
定
し
、
設
計
書
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
当

初
予
算
を
作
成
し
た
頃
と
比
べ
、
物

価
高
騰
・
労
務
費
の
上
昇
で
大
幅
に

金
額
が
大
き
く
な
り
、
工
事
費
用
は

当
初
よ
り
１
・
５
倍
と
な
り
、
２
０

０
０
万
円
の
増
額
補
正
に
な
る
と
い

う
内
容
で
す
。

　
審
議
の
結
果
、
令
和
４
年
度
阿
智

村
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て
は
認
め
ま
し
た
。

農
業
所
得
申
告
者
を
対
象
に
　
　

肥
料
代
の
補
助
を
行
う

運動公園周辺整備　Ｂ地区の整備予定地
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安全のために伐採の研修を行っている
里山協議会の皆さん

１
　

は
じ
め
に

　
阿
智
村
の
約
９
割
を
占
め
る
森
林

に
つ
い
て
日
頃
、
係
わ
っ
た
り
、
関

心
を
も
っ
た
り
す
る
機
会
が
あ
る
村

民
は
一
部
の
方
々
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
恵
ま
れ
た
森
林

資
源
を
未
来
に
向
か
っ
て
整
え
、
維

持
し
、
す
べ
て
の
村
民
が
森
林
の
持

つ
豊
か
な
多
様
性
に
係
わ
り
そ
の
価

値
を
享
受
し
つ
つ
生
活
で
き
る
村
に

す
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な
魅
力
あ

る
村
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、
国
や
県
の
政
策
と
し
て
、

長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
条

例
（
平
成
１６
年
）
・
県
民
税
（
平
成

２０
年
）
・
国
税
と
し
て
の
森
林
環
境

税
が
ス
タ
ー
ト
（
令
和
６
年
）
と
、

様
々
な
法
整
備
と
予
算
化
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
分
科
会
で
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
阿
智
村

の
森
林
に
関
す
る
過
去
の
取
り
組
み

を
学
び
、
現
在
の
状
況
と
課
題
を
検

討
し
、
こ
れ
か
ら
の
ふ
る
さ
と
の
森

づ
く
り
に
有
効
な
提
言
を
追
究
し
た

い
と
考
え
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　２
　

ま
と
め
と
提
言

　
研
究
を
進
め
る
中
で
、
森
林
に
つ

い
て
は
、
☆

奥
山
と
里
山
に
係
わ
る

課
題
を
分
け
て
と
ら
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
⑴
と
し
て
奥
山
の

課
題
へ
の
指
摘
を
行
い
、
⑵
と
し
て

特
に
重
点
を
置
い
て
調
査
を
し
て
き

た
里
山
に
係
わ
る
「
里
山
整
備
利
用

地
域
」
に
つ
い
て
の
課
題
を
提
言
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

⑴
奥
山
に
係
わ
る
課
題
へ
の
指
摘

①
　
☆

森
林
管
理
制
度
に
よ
る
山
林

所
有
者
の
意
向
調
査
の
結
果
か
ら
、

今
後
は
、
村
が
管
理
委
託
事
業
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
今
後
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
な
使
用
方

法
（
林
道
・
作
業
道
の
確
保
・
人
材

育
成
な
ど
）
を
検
討
す
る
と
共
に
、

早
急
に
山
林
の
管
理
を
実
施
す
る
団

体
の
選
定
と
契
約
が
必
要
と
な
る
。

②
　
山
林
所
有
者
の
多
く
が
村
に
管

理
委
託
を
希
望
す
る
中
、
林
業
に
係

わ
る
村
内
の
団
体
と
の
実
施
方
法
の

検
討
と
と
も
に
、
昨
年
度
発
足
し
た

奥
山
と
里
山
に
係
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

あ
ち
森
を
行
政
と
し
て
育
成
・
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

③
　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

村
内
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
シ
ス

テ
ム
（
供
給
と
需
要
・
入
口
と
出

口
）
の
し
く
み
を
早
期
に
構
築
し
、

稼
動
さ
せ
た
い
。

⑵
里
山
に
係
わ
る
提
言

①
　
県
の
☆

里
山
整
備
利
用
地
域
制

度
終
了
後
も
各
地
区
の
事
業
継
続
と

拡
大
の
た
め
に
村
と
し
て
の
支
援
を

継
続
さ
れ
た
い
。
支
援
内
容
と
し
て
、

☆

里
山
整
備
利
用
地
域
制
度
推
進
協

議
会
の
活
動
に
対
し
て

ア
、
傷
害
保
険
料
の
補
助
制
度
を
作

　
成
す
る
。

イ
、
作
業
燃
料
や
資
材
・
機
材
に
対

　
す
る
補
助
制
度
を
作
成
す
る
。

②
　
村
内
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環

事
業
を
、
里
山
整
備
利
用
地
域
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ち
森
の
事
業
と
連
携
さ

せ
て
推
進
さ
れ
た
い
。

支
援
内
容
と
し
て

ア
、
里
山
の
☆

林
地
残
材
を
地
域
通

　
貨
と
し
て
活
用
で
き
る
し
く
み
を

　
つ
く
る
。

イ
、
林
地
残
材
を
活
用
す
る
た
め
の

　
拠
点
施
設
と
し
て
、
薪
ス
テ
ー
シ

　
ョ
ン
を
建
設
す
る
。

③
　
里
山
に
あ
る
支
障
木
伐
採
に
対

す
る
補
助
を
村
道
の
他
に
適
用
範
囲

を
拡
大
さ
れ
た
い
。
　

※
支
障
木
は
自
家
の
所
有
で
な
い
隣

地
の
木
が
生
活
や
耕
作
の
支
障
と
な

り
、
個
人
で
は
解
決
の
見
通
し
が
つ

け
ら
れ
な
い
場
合
が
多
く
、
支
援
が

必
要
で
あ
る
。

④
　
森
林
の
多
様
性
を
享
受
で
き
る

村
民
を
増
や
し
、
森
林
の
豊
か
さ
を

理
解
し
、
係
わ
る
人
材
を
育
成
さ
れ

た
い
。

「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
」
分
科
会
報
告

政策検討委員会
政策検討委員会では、令和３年４月から３分科会を組織し、専門的に課題解決・政策提言をするため
調査研究を行ってきました。この度、内容がまとまり村へ提言いたしましたのでご報告します。

研
究
テ
ー
マ
　

里
山
に
お
け
る
森
林
と
の
係
わ
り
の

現
状
と
課
題

リ
ー
ダ
ー・熊
谷
恒
雄
　
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー・井
原
敏
喜
　
委
員
・
熊
谷
義
文
　
唐
澤
浩
平
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積極的に定住政策に取り組む豊丘村視察

１　
は
じ
め
に
 

 

　

　

　

　
阿
智
村
第
６
次
総
合
計
画
に
は
、

阿
智
村
の
人
口
は
、
こ
の
ま
ま
で
い

く
と
２０
年
間
で
１
５
０
０
人
程
度
減

少
す
る
と
の
推
計
結
果
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
地
区
の
人
口
減
少
は
、
村

内
各
地
域
の
、
保
育
園
、
学
校
、
医

療
施
設
等
の
各
種
機
能
を
維
持
す
る

こ
と
、
ま
た
農
地
、
森
林
地
放
棄
に

よ
る
、
景
観
・
環
境
保
全
等
に
多
大

な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。
人
口
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
生
活
の
あ
り
方
、

地
域
の
あ
り
方
を
決
め
る
大
き
な
要

素
と
な
り
、
人
口
を
増
や
す
こ
と
、

更
に
は
、
維
持
す
る
こ
と
は
た
い
へ

ん
重
要
で
す
。
移
住
者
、
定
住
者
と

共
に
、
阿
智
村
に
暮
ら
し
て
い
る
人

が
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み
続
け

た
い
と
思
え
る
村
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
、
政
策
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

２　
取
り
組
み
の
経
緯
 

 

　
定
住
促
進
分
科
会
で
は
、
先
進
地

の
視
察
の
他
、
住
民
目
線
か
ら
見
た

阿
智
村
の
現
状
、
課
題
、
今
後
の
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
懇
談
会
を
行
い
、
多
く
の
住

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
く
中
で
、

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和
３

年
７
月
、
勉
強
会
、
視
察
等
を
行
う

中
で
、
住
民
目
線
か
ら
見
た
、
阿
智

村
の
「
強
み
」「
弱
み
」「
重
視
す
る

こ
と
」
「
望
む
こ
と
」
に
つ
い
て
、

「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
致
し

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
な
ど

は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
　
調
査
対
象

：

阿
智
村
に
在
住
す

　
る
、
１８
歳
以
上
の
男
女
８
４
８

　
人

　
（
内
訳
、
一
般
者
７
５
０
人
、
転

　
入
者
９８
人
、
計
８
４
８
人
）

②
　
調
査
期
間

：

令
和
３
年
１０
月
８

　
日
〜
１１
月
１０
日

③
　
回
収
数
　
２
８
２
人
（
回
収
率

　　　　３３
％
）

　
（
回
収
率
　
一
般
２８
％
、
転
入
者

　　７１
％
）

３　
現
状
・
課
題

　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
か
ら
見

え
て
き
た
当
村
の
「
移
住
定
住
」
に

関
わ
る
課
題
と
し
て
、
生
計
を
確
保

す
る
た
め
の
雇
用
の
場
確
保
、
生
活

を
営
む
た
め
の
交
通
環
境
（
通
学
・

通
勤
・
買
い
物
・
医
療
福
祉
）
整
備

が
不
充
分
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
環
境
を
活
か

し
た
「
子
育
て
に
や
さ
し
い
村
」
に

向
け
た
支
援
策
が
不
充
分
と
の
意
見

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

４　
提　

言
 

 

 

　
取
り
組
み
の
経
緯
、
現
状
、
課
題

を
踏
ま
え
る
中
で
、
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
集
落
維
持
と

定
住
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
前
項
を

可
能
と
す
る
た
め
の
、
生
計
の
場

（
働
く
場
）
確
保
・
生
活
の
足
と
し

て
の
公
共
交
通
確
保
、
子
育
て
支
援
、

情
報
発
信
等
の
充
実
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■

教
育
、
子
育
て
■

①
　
全
保
育
園
で
未
満
児
保
育
・
延

長
保
育
・
週
末
・
長
期
休
暇
期
間
中

の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
。

②
　
☆

信
州
や
ま
ほ
い
く
の
認
定
を

得
る
な
ど
、
自
然
を
生
か
し
た
保

育
、
教
育
を
、
保
育
園
や
、
学
校
に

展
開
さ
せ
る
。

③
　
地
域
の
森
、
山
、
川
で
、
親
子

で
親
し
め
る
場
所
を
、
各
小
学
校
区

で
整
備
す
る
。

■

公
共
交
通
■

④
　
日
常
生
活
（
病
院
、
買
い
物
、

学
校
等
の
公
共
施
設
）
を
営
む
た
め

の
公
共
交
通
網
を
整
備
す
る
。

■

産
業
振
興
■

⑤
　
若
い
世
代
が
働
け
る
場
所
づ
く

り
を
、
立
地
条
件
、
ア
ク
セ
ス
道
路

も
含
め
で
き
う
る
限
り
魅
力
的
な
用

地
を
用
意
す
る
こ
と
を
先
行
し
て
行

い
、
広
く
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

で
工
場
誘
致
を
進
め
る
。

「
定
住
促
進
」
分
科
会
報
告

研
究
テ
ー
マ
　

阿
智
村
の
定
住
促
進
に
関
わ
る

政
策
の
研
究

リ
ー
ダ
ー・小
林
義
勝
　
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー・井
原
光
子
　
委
員
・
吉
田
哲
也
　
吉
村
金
利



あち「議会だより」No.112 12

１
　

は
じ
め
に

　
令
和
２
年
７
月
に
飯
田
病
院
阿
智

診
療
所
を
村
の
地
域
医
療
の
拠
点
と

し
、
浪
合
・
清
内
路
の
診
療
所
を
一

体
的
に
運
営
す
る
と
の
考
え
が
行
政

か
ら
示
さ
れ
、
今
後
の
医
療
体
制
に

つ
い
て
心
配
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
当
分
科
会
で
は
、
村
内
医

療
体
制
、
特
に
診
療
所
の
あ
り
方
と
、

福
祉
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
政
策

提
言
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

２　
取
り
組
み
の
経
緯
 

 

　
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
立

場
の
方
と
懇
談
し
、
保
健
医
療
審
議

会
の
答
申
も
踏
ま
え
、
行
政
が
責
任

を
持
っ
て
運
営
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
慢
性

疾
患
診
療
・
訪
問
診
療
な
ど
役
割
を

明
確
化
し
、
医
師
の
確
保
や
医
療
機

器
整
備
、
利
用
促
進
に
向
け
た
交
通

体
制
の
整
備
な
ど
の
課
題
を
行
政
と

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
３
年
目
と
な
り
、
生
活

の
上
で
直
面
す
る
困
難
・
生
き
づ
ら

さ
は
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対

す
る
支
援
ニ
ー
ズ
は
複
雑
化
・
複
合

化
し
て
い
る
現
状
で
す
。
担
当
部
署
、

担
当
者
そ
れ
ぞ
れ
は
一
生
懸
命
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、「
相
談
窓
口
が

分
か
り
づ
ら
い
」「
い
ざ
困
っ
た
時
に

ど
う
対
応
を
し
て
く
れ
る
の
か
」
と

住
民
か
ら
は
不
安
の
声
が
聞
か
れ
ま

す
。
福
祉
体
制
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
省
で
進
め
て
い
る
「
☆

重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
」
に
取
り
組
む

必
要
性
を
感
じ
ま
す
。
住
民
か
ら
の

相
談
を
い
つ
で
も
断
る
こ
と
な
く
受

け
取
る
と
い
う
こ
の
仕
組
み
を
構
築

し
て
い
く
中
で
、
他
部
署
と
の
横
断

的
な
連
絡
連
携
体
制
、
問
題
情
報
の

共
有
化
な
ど
の
課
題
が
解
決
に
向
か

い
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
と
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
考
え
か
ら
、
下
記
の
通

り
提
言
し
ま
す
。

「
医
療
福
祉
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」分
科
会
報
告

政策検討委員会

地域づくりに向けた支援断らない相談支援体制

つながりや参加の支援

リ
ー
ダ
ー・田
中
真
美
　
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー・大
嶋
正
男
　
委
員
・
櫻
井
久
江
　
佐
々
木
幸
仁

研
究
テ
ー
マ　

阿
智
村
の
医
療
福
祉
体
制
の
あ
り
方

相談窓口の一本化

村民

行政

多文化共生

教育

若年者支援

保健・医療

地域づくりをコーディ
ネートする機能

日常の暮らしの中での支え合い
コミュニティー（サークル活動等）
居場所をはじめとする多様な場づくり

消費者相談

地方創生・農業・観光
環境・まちづくり

・居住支援
・居場所づくり
・就労支援

多機関協働の中核機能
各機関との調整

継続的な伴走
支援の機能

相談支援
関係者へ

連携・つ
なぎ

重層的支援体制整備事業のイメージ（厚労省資料参照）

１．診療所の役割は大変大きいので、村が責任を持って運営すること。
２．民間との連携も視野に、診療所医師の確保に積極的に取り組みむこと。
３．村内福祉施設の現状を把握したうえで、さらなる連携を進めること。
４．複雑化・複合化する支援ニーズに対応するため、住民の相談窓口を一本化すること。
５．阿智村社会福祉協議会との専門職員の人事交流を積極的に進め、包括支援センターを
　　中心に重層的支援体制の構築を進めること。

提　

言
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令
和
４
年
度
阿
智
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
リ
ニ
ア
対
策
事
業
費

１
９
４
８
万
８
千
円

Ｑ
　
事
業
内
容
は
。

Ａ
　
リ
ニ
ア
工
事
に
関
す
る
村
道
１

│

20
号
線
の
道
路
拡
幅
に
伴
う
、
洞

根
地
区
の
水
道
管
の
布
設
替
え
と

☆

観
測
井
の
設
置
を
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
負

担
で
行
う
も
の
で
す
。

Ｑ
　
設
計
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い

な
い
が
大
丈
夫
か
。

Ａ
　
同
地
区
の
状
況
を
熟
知
し
て
い

る
業
者
の
図
面
は
で
き
て
い
る
の
で

大
丈
夫
で
す
。

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

　
清
内
路
地
区
で
の
懇
談
会
で
要
望

が
あ
っ
た
、
８
月
の
リ
ニ
ア
特
別
委

員
会
に
、
行
政
よ
り
補
正
予
算
と
し

て
設
置
費
３
３
５
万
９
千
円
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
会
で
は

・
工
事
に
対
す
る
信
頼
関
係
構
築
の

　
必
要
性

・
保
安
対
策
協
議
会
の
設
置

等
の
観
点
か
ら
、
設
置
費
に
つ
い
て

は
再
考
を
求
め
ま
し
た
。

村
道
１
│
20
号
線
拡
幅
工
事
の
開

始
に
つ
い
て

　
清
内
路
地
区
村
道
１
│

20
号
線
の

拡
幅
工
事
に
つ
い
て
「
☆

第
１
工
区

の
工
事
説
明
を
受
け
、
質
問
事
項
の

回
答
も
得
る
中
で
、
概
ね
住
民
の

方
々
の
理
解
が
得
ら
れ
た
」
と
の
報

告
が
あ
り
「
議
会
の
承
認
を
頂
け
れ

ば
、
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
工
事
着
工
の
了
承

を
伝
え
た
い
」
と
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
提
案
を
受
け
、
当
委
員
会
で

は・
工
事
の
内
容

・
住
民
か
ら
の
質
問
事
項
へ
の
回
答

こ
れ
ら
を
確
認
す
る
中
で
、
『
第
１

工
区
の
工
事
着
工
に
つ
い
て
』
は
特

に
異
議
な
く
認
め
ま
し
た
。

【
要
望
】
こ
の
審
議
の
中
で
次
の
点

に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
Ｊ
Ｒ
東
海
関
係
者
が
い
る
場
で
の

住
民
へ
の
意
思
確
認
は
如
何
か
。
村

の
方
向
性
を
決
め
て
い
く
過
程
は
、

Ｊ
Ｒ
に
見
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

・
住
民
へ
の
意
思
決
定
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
、
対
策
委
員
会
の
会
長

さ
ん
の
発
言
か
ら
始
ま
っ
た
。
村
の

立
場
で
求
め
る
こ
と
で
あ
る
以
上
、

村
か
ら
発
信
す
る
べ
き
。

・
こ
の
説
明
会
に
つ
い
て
、
報
道
関

係
へ
の
公
開
は
良
い
と
思
う
が
、
少

な
く
と
も
住
民
の
意
思
を
求
め
る
場

面
は
報
道
関
係
者
は
退
席
し
て
貰
う

方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
議
会
に

諮
る
前
に
、
新
聞
報
道
さ
れ
た
。

　
今
後
は
他
の
工
事
、
斜
坑
か
ら
の

発
生
土
置
き
場
候
補
地
の
決
定
等
、

村
と
し
て
重
要
な
判
断
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
も

の
で
す
。

村
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
の
要
望
書

　
リ
ニ
ア
工
事
に
係
る
昨
今
の
状
況

か
ら
、
要
望
書
を
提
出
す
る
旨
の
提

案
が
あ
り
、
内
容
を
確
認
了
承
い
た

し
ま
し
た
。

１
　
貴
社
が
候
補
地
と
し
て
い
る
ク

ラ
ラ
沢
発
生
土
置
き
場
に
つ
い
て
、

阿
智
村
が
住
民
の
声
を
聞
い
た
う
え

で
判
断
し
た
後
、
工
事
説
明
会
を
開

催
す
る
こ
と
。

２
　
現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
海
に
お
け
る
計

画
で
は
、
登
記
上
の
青
線
を
盛
土
周

囲
の
付
替
え
水
路
と
し
て
移
動
し
、

現
在
ク
ラ
ラ
沢
に
流
れ
て
い
る
水
を

流
し
、
こ
の
管
理
は
青
線
の
管
理
者

で
あ
る
村
で
行
う
こ
と
を
協
議
さ
れ

て
い
る
が
、
盛
土
周
囲
を
取
り
囲
む

付
替
え
水
路
は
盛
土
の
安
全
に
関
係

す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
海
で
維

持
管
理
す
る
こ
と
。

３
　
ク
ラ
ラ
沢
発
生
土
置
き
場
に
関

す
る
質
問
事
項
に
つ
い
て
書
面
で
回

答
す
る
こ
と
。

　
要
望
書
は
８
月
中
に
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
萩
の
平
斜
坑
に
係
る

工
事
で
は
、初
め
て
と
な
る
村
道
１
┃
20
号
線

拡
幅
工
事
が
始
ま
る
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問
　
☆

人
財
育
成
事
業
の
今
年

度
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

村
長
　
下
伊
那
３
町
村
で
合
同

研
修
会
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、

成
果
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
自
治
会
活
動
支
援
事
業
、

村
づ
く
り
委
員
会
事
業
に
つ
い

て
、
人
財
育
成
の
観
点
か
ら
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

村
長
　
地
域
活
動
に
関
わ
り
、

地
域
の
こ
と
を
考
え
る
経
験
は

大
切
で
す
。
二
つ
の
事
業
以
外

に
も
様
々
な
組
織
が
あ
り
ま
す

の
で
、
住
民
が
自
ら
進
ん
で
参

加
で
き
る
よ
う
な
後
押
し
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
社
会
教
育
の
意
義
目
的
は
。

黒
柳
教
育
長
　
住
民
自
治
活
動

の
中
で
、
自
分
た
ち
で
自
分
た

ち
の
地
域
を
育
て
守
っ
て
い
く

と
い
う
点
で
大
切
な
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。

問
　
社
会
教
育
か
ら
の
学
び
は
。

教
育
長
　
教
員
と
し
て
単
身
赴

任
期
間
が
長
く
、
阿
智
村
の
社

会
教
育
に
携
わ
る
チ
ャ
ン
ス
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、

若
い
方
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
社
会
教
育
行
政
の
役
割
は
。

教
育
長
　
公
民
館
は
独
立
性
の

あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
中

で
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

か
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
社
会
教
育
主
事
を
配
置
、

養
成
す
る
考
え
は
。

村
長
　
専
門
性
を
持
っ
た
職
員

な
ど
幅
広
い
人
材
の
登
用
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
６
次
総
後
期
計
画
に
取
組

ま
れ
て
い
る
が
、
職
員
間
で
ど

の
よ
う
に
共
有
し
て
い
る
の
か
。

村
長
　
現
在
、
担
当
課
で
進
め

て
い
ま
す
。
今
後
、
計
画
審
議

会
や
世
代
別
・
分
野
別
で
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

問
　
現
在
の
職
員
研
修
は
、
村

長
が
求
め
る
人
材
・
職
員
像
に

対
応
し
た
も
の
か
。

村
長
　
住
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、

地
域
の
た
め
に
、
お
互
い
に
高

め
あ
う
職
員
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
職
員
に
は
そ
の

よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
長
の
思
い
描
く
人
財
育

成
理
念
を
明
確
に
示
す
た
め
に

基
本
方
針
策
定
の
お
考
え
は
。

村
長
　
大
切
な
こ
と
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
庁
内
で
し
っ
か
り

と
検
討
し
ま
す
。

問
　
現
段
階
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
現
状
と
課
題
は
何
か
。

長
谷
川
協
働
活
動
推
進
課
長

阿
智
村
で
は
、
「
結
婚
支
援
事

業
」
に
平
成
２０
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
で
出
会

い
成
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
は
２１
組

で
す
。
「
阿
智
村
で
あ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
登
録
者
数
は

男
性
１０
名
、
女
性
３
名
で
す
。

課
題
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
過
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
減
少
、
結
婚

に
対
す
る
意
欲
の
低
下
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

問
　
な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
登
録
利
用
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　「
な
が
の

結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」

は
、
県
内
４７
箇
所
の
公
的
な
結

婚
相
談
所
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、

阿
智
村
で
は
平
成
２７
年
か
ら
参

加
し
て
い
ま
す
。
登
録
者
数
は

男
性
９
名
で
す
。

問
　
当
村
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

料
金
設
定
は
い
く
ら
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
登
録
料

は
無
料
で
す
。

問
　
阿
智
村
で
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
あ
な
た
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
と
い
う
用
紙
が
あ
る
が

将
来
を
考
え
る
う
え
で
中
学
生

頃
か
ら
活
用
で
き
な
い
か
。

黒
柳
教
育
長
　
小
学
校
１
年
生

か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
義

務
教
育
９
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
ま
と
め
る
「
ふ
る
さ
と

阿
智
　
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー

ト
」
と
い
う
フ
ァ
イ
ル
が
あ
り

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
用

い
て
自
分
の
長
所
や
興
味
の
あ

る
こ
と
、
な
り
た
い
自
分
、
将

来
の
仕
事
な
ど
各
学
年
実
践
を

記
録
し
て
い
ま
す
。

問
　
で
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
専
門
員
設
置
は
で
き
な

い
か
。

村
長
　
専
門
員
は
、
専
属
で
お

願
い
で
き
る
人
材
の
登
用
は
す

ぐ
に
は
無
理
な
の
で
、
メ
ン
バ

ー
の
中
で
主
に
な
っ
て
活
動
し

て
く
れ
る
方
や
他
の
方
と
う
ま

く
連
携
を
取
り
、
事
業
展
開
を

し
て
、
１
組
で
も
多
く
カ
ッ
プ

ル
が
で
き
れ
ば
あ
り
が
た
い
と

思
い
ま
す
。
少
子
化
の
食
い
止

め
、
人
口
増
の
た
め
に
は
こ
の

事
業
は
重
要
で
す
。

このプロジェクト事業は非常に重要だと感じています

「人財育成」の理念を示すため、基本方針策定の考えは
庁内でしっかりと検討します

であいプロジェクト専門員設置できないか

田
中
真
美

唐
澤
浩
平
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問
　
村
内
の
家
庭
ご
み
の
収
集

箇
所
に
つ
い
て
。

櫻
井
環
境
課
長
　
燃
や
す
ゴ
ミ

の
収
集
箇
所
は
村
内
で
１
０
４

箇
所
で
、
月
１
回
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
や
ビ
ン
類
等

資
源
ご
み
の
回
収
場
所
は
５９
箇

所
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
地
区
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば

設
置
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

環
境
課
長
　
利
用
さ
れ
る
地
区

の
皆
さ
ん
や
、
担
当
す
る
環
境

委
員
さ
ん
の
合
意
の
上
、
補
助

金
制
度
も
利
用
し
設
置
で
き
ま

す
が
、
収
集
場
所
の
検
討
の
際

は
配
慮
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を

お
願
い
し
た
い
で
す
。

問
　
村
内
可
燃
ご
み
排
出
箇
所

が
１
０
４
箇
所
に
比
べ
、
紙
製

容
器
包
装
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

回
収
箇
所
が
４４
箇
所
と
少
な
い

が
、
同
じ
よ
う
に
設
置
す
れ
ば

適
正
な
分
別
の
推
進
に
つ
な
が

る
の
で
は
。

環
境
課
長
　
常
設
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
す
る
こ
と
は
管
理

の
面
で
議
論
が
分
か
れ
る
が
、

新
た
な
設
置
に
つ
い
て
は
地
区

の
要
望
な
ど
考
慮
し
た
い
。

問
　
平
成
３０
年
に
作
成
さ
れ
た

保
存
版
「
家
庭
ご
み
の
分
別
ガ

イ
ド
」
の
更
新
に
つ
い
て
。

環
境
課
長
　
令
和
３
年
に
新
た

な
法
律
の
制
定
に
よ
り
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
に
関
す
る
回
収

方
法
を
変
更
す
る
必
要
が
出
て

き
ま
し
た
。
当
村
も
令
和
５
年

か
ら
と
考
え
て
い
ま
す
が
住
民

に
対
し
て
十
分
周
知
し
た
上
で

開
始
し
た
い
。

問
　
阿
智
村
文
化
団
体
の
登
録

数
は
。

川
上
教
育
次
長
　
全
体
で
４６
団

体
登
録
が
あ
り
ま
す
。

問
　
登
録
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

教
育
次
長
　
阿
智
祭
を
は
じ
め

発
表
の
場
を
提
供
で
き
村
民
、

村
内
の
非
営
利
団
体
な
ら
無
料

で
使
用
で
き
ま
す
。

問
　
文
化
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
。

教
育
次
長
　
こ
の
２
年
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
実
績
は
な
い
が
、
文

化
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
補
助
金
は

事
業
の
大
小
に
関
係
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
会
場
使
用
も
含
め
、

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
　
☆

危
機
管
理
型
水
位
計
の

設
置
状
況
及
び
活
用
状
況
は
。

山
口
総
務
課
長
　
阿
智
川
に
２

箇
所
、
☆

和
知
野
川
に
１
箇
所
、

阿
智
川
の
昼
神
に
は
監
視
カ
メ

ラ
を
独
自
で
設
置
し
、
河
川
の

様
子
を
監
視
し
て
い
ま
す
。

問
　
村
民
へ
の
周
知
、
過
去
の

避
難
情
報
の
提
供
の
事
例
は
。

総
務
課
長
　
こ
れ
ま
で
も
広
報

誌
で
ご
案
内
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
し
っ
か
り
お
知
ら
せ
し

て
確
認
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
の
大
雨
で
は
、
阿
智
温

泉
療
護
園
で
避
難
し
た
時
に
。

ま
た
、
昨
年
の
お
盆
の
大
雨
で

は
、
昼
神
温
泉
郷
の
各
旅
館
ホ

テ
ル
に
阿
智
川
の
水
位
情
報
を

提
供
し
ま
し
た
。

問
　
村
単
独
で
こ
の
水
位
計
を

未
設
置
河
川
へ
の
設
置
は
。

村
長
　
村
単
独
で
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
か

ど
う
か
は
検
討
が
必
要
で
す
。

単
に
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
と
土

石
流
警
報
セ
ン
サ
ー
設
置
に
つ

い
て
は
何
箇
所
か
行
っ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し

ず
つ
情
報
を
得
て
い
く
こ
と
は

可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

問
　
学
校
給
食
の
食
材
調
達
の

現
状
と
食
材
費
と
予
算
の
バ
ラ

ン
ス
等
を
含
め
た
今
後
の
見
通

し
は
。

川
上
教
育
次
長
　
想
定
し
て
い

た
以
上
の
値
上
が
り
が
続
い
て

い
ま
す
。
創
意
工
夫
に
よ
り
安

定
し
た
品
質
の
食
材
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
　
給
食
費
値
上
げ
を
抑
え
る

た
め
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

村
長
　
学
校
・
教
育
委
員
会
と

も
相
談
し
な
が
ら
、
慎
重
に
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
本
年
度
も
、
燃
油
価
格
へ

の
負
担
軽
減
策
の
実
施
は
。

村
長
　
状
況
を
見
な
が
ら
、
必

要
と
あ
れ
ば
、
対
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
こ
れ
か
ら
の
地
域
経
済
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

村
長
　
生
活
者
支
援
、
事
業
者

支
援
２
本
立
て
で
回
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
緊
急

経
済
対
策
会
議
を
開
き
な
が
ら
、

住
民
の
意
見
を
聞
き
、
喜
ば
れ

る
施
策
を
打
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

物価高騰に対する地方創生臨時交付金の活用について
住民の意見を聞き、喜ばれる施策を打ってまいりたい

地区の要望を考慮しながら、令和５年に向け新たな収集方法を周知していきたい

公民館使用も含め、文化団体利用者の相談窓口としたい

家庭ごみ収集箇所の増設と分別ガイドの更新について

更なる文化団体への活動支援を

井
原
光
子

井
原
敏
喜
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問
　
小
中
学
生
の
放
課
後
の
居

場
所
の
取
り
組
み
、
評
価
と
今

後
５
年
間
に
向
け
て
の
方
針
は
。

黒
柳
教
育
長
　
今
後
も
地
域
の

協
力
を
得
て
、
児
童
ク
ラ
ブ
・

☆

放
課
後
子
供
教
室
・
☆

放
課
後

学
習
教
室
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

問
　
あ
ち
家
族
と
し
て
児
童
生

徒
の
成
長
に
願
う
こ
と
は
。

教
育
長
　
小
さ
な
成
功
体
験
を

積
む
こ
と
で
自
己
肯
定
感
を
持

ち
、
他
者
に
対
し
て
役
に
立
つ

自
分
を
知
り
自
己
有
用
感
を
も

っ
た
思
い
や
り
の
あ
る
子
を
育

て
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

村
長
　
阿
智
村
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
豊
か
な
体
験
を
通
し
て

「
人
間
力
」
生
き
て
い
く
力
を

身
に
つ
け
、
い
つ
か
は
様
々
な

形
で
村
の
力
に
な
っ
て
も
ら
え

る
子
ど
も
た
ち
に
育
っ
て
も
ら

い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

問
　
放
課
後
の
居
場
所
に
つ
い

て
民
生
課
の
と
ら
え
方
は
。
　

山
本
民
生
課
長
　
放
課
後
は
、

学
校
で
の
緊
張
感
か
ら
解
放
さ

れ
ほ
っ
と
で
き
て
、
地
域
の
大

人
や
自
然
の
中
で
心
と
体
の
健

康
を
育
む
大
切
な
時
間
で
す
。

問
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
現
状
は
。

民
生
課
長
　
放
課
後
な
ど
に
個

別
の
発
達
支
援
を
受
け
な
が
ら

通
え
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
、
現

在
１０
名
の
方
が
通
っ
て
い
ま
す
。

問
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
今
後
の
課
題
と
取
り
組
み
は
。

民
生
課
長
　
身
近
な
地
域
で
の

事
業
の
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
交
通
弱
者
が
住
み
慣
れ
た

地
に
暮
ら
す
た
め
の
対
策
は
。

山
口
総
務
課
長
　
皆
様
の
声
を

お
聞
き
し
様
々
な
方
法
を
具
体

化
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら

に
利
便
性
の
向
上
を
目
指
す
に

は
、
福
祉
的
要
素
を
濃
く
し
て

巡
回
バ
ス
の
方
法
や
☆

デ
マ
ン

ド
の
方
法
を
村
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
対
策
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

村
長
　
公
共
交
通
は
、
重
要
で

あ
り
な
が
ら
課
題
も
あ
り
、

様
々
な
ご
要
望
に
応
え
る
た
め
、

総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
試
み
て

い
ま
す
。
今
後
、
更
に
時
代
に

あ
っ
た
方
法
の
実
証
実
験
を
模

索
し
、
便
利
な
村
民
の
足
の
確

保
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
村
の
将
来
を
見
据
え
た
、

交
渉
窓
口
と
し
て
の
立
ち
位
置

は
。

村
長
　
住
民
の
安
心
、
安
全
の

担
保
、
自
然
を
守
る
中
、
地
域

振
興
を
進
め
ま
す
。

問
　
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
も
、
村
に

於
い
て
も
、
で
き
る
、
で
き
な

い
等
、
毅
然
と
し
た
立
ち
位
置

を
示
す
べ
き
で
は
。

村
長
　
過
去
の
経
緯
も
踏
ま
え
、

基
本
に
沿
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
に
も
、

村
内
に
も
示
し
ま
す
。

問
　
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
、
一
方
的
な

説
明
会
の
進
め
方
の
疑
問
と
は

な
に
か
。

村
長
　
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
説
明
時
間

を
短
く
区
切
る
な
ど
し
、
意
見

の
聞
き
方
、
話
し
合
え
る
雰
囲

気
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

問
　
挨
拶
で
決
ま
り
事
を
文
章

に
残
し
、
約
束
を
取
っ
て
、
永

代
残
し
て
い
き
ま
す
に
対
し
、

今
ま
で
に
、
残
し
た
文
書
、
約

束
事
は
あ
る
か
。

村
長
　
平
成
２７
年
、
社
会
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
協
定
書
を
は
じ

め
、
令
和
２
年
９
月
ま
で
に
５

つ
の
協
定
書
、
確
認
書
等
を
文

書
化
し
残
し
て
い
ま
す
。

問
　
Ｊ
Ｒ
取
得
用
地
内
の
付
け

替
え
水
路
の
維
持
管
理
者
は
、

阿
智
村
と
の
明
文
に
対
し
、
交

渉
中
で
の
阿
智
村
明
記
は
削
除

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

村
長
　
リ
ニ
ア
対
策
委
員
会
、

幹
事
会
で
、
付
け
替
え
水
路
に

つ
い
て
は
、
盛
土
の
安
全
に
関

わ
る
た
め
、
管
理
の
責
任
を
負

う
Ｊ
Ｒ
に
維
持
管
理
を
し
て
頂

く
こ
と
で
、
強
く
訴
え
て
い
き

ま
す
。
ま
た
明
記
の
件
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
７
月
の
リ
ニ

ア
対
策
委
員
会
の
資
料
に
は
明

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
は
、

削
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
リ
ニ
ア
工
事
に
つ
い
て
、

飯
伊
で
情
報
を
共
有
し
、
漏
れ

の
無
い
取
り
組
み
を
。
ま
た
、

「
Ｊ
Ｒ
は
工
事
が
終
わ
れ
ば
全

て
終
わ
る
が
、
住
民
は
一
生
暮

ら
し
続
け
る
。
災
害
で
被
害
が

起
き
な
い
よ
う
に
」
と
の
声
も

あ
る
。
ク
ラ
ラ
沢
の
計
画
書
は
、

災
害
後
の
想
定
外
発
言
を
防
ぐ

た
め
に
も
基
礎
デ
ー
タ
の
表
記

を
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

村
長
　
Ｊ
Ｒ
に
お
伝
え
し
、
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

全ての児童生徒の成長が満たされる放課後の居場所とは
地域の大人や自然の中で健康な心と体を育む居場所をつくる

阿智村として、ＪＲに対しても、村内に対しても、毅然とした対応を行います

今後、専門家の先生、委託アドバイザーを交え、住民の安全安心担保に向け取組みます

リニア中央新幹線建設工事の取組みについて

ＪＲとの交渉窓口である、阿智村の立ち位置は。責任を明確にするための文章取り決め状況は

熊
谷
恒
雄

小
林
義
勝
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問
　
過
去
に
お
い
て
村
道
林
道

等
の
草
刈
、
伐
採
に
補
助
金
を

充
て
作
業
を
行
っ
て
い
た
例
は

な
い
か
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
過
去
の

全
て
を
認
識
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
そ
の
よ
う
な
制
度
は

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

問
　
過
去
に
は
補
助
金
が
充
て

ら
れ
て
い
た
実
態
が
あ
る
こ
と

を
複
数
の
方
か
ら
私
は
耳
に
し

て
い
る
。
放
っ
て
お
け
ば
荒
れ

て
い
く
村
道
、
林
道
の
環
境
を

村
は
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長
　
こ
の
問
題
は
各
地
区
懇

談
会
で
も
話
し
合
わ
れ
て
お
り

考
え
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
な
支

援
策
は
あ
り
ま
す
が
、
各
地
区

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
口

減
少
の
中
、
更
に
手
が
回
ら
な

く
な
る
近
い
将
来
も
危
惧
し
て

い
ま
す
。
今
後
大
き
な
問
題
と

な
る
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

道
路
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
何

ら
か
の
仕
組
み
づ
く
り
を
早
急

に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
現
状
に
お
い
て
は
住
民

の
方
々
に
は
ご
理
解
頂
き
、
宿

題
と
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
人
口
減
少
が
加
速
化
し
て

お
り
自
治
体
が
淘
汰
さ
れ
そ
う

な
中
、
少
子
高
齢
化
の
村
の
か

じ
取
り
を
村
長
は
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

村
長
　
少
子
高
齢
化
は
日
本
全

体
の
共
通
問
題
で
阿
智
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
が
行
っ

て
い
る
全
て
の
事
業
が
村
を
維

持
す
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、

計
画
的
に
行
政
の
効
率
化
、
ス

リ
ム
化
も
大
事
な
の
で
方
針
と

し
て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
現
実
、
人
口
減
少
は
止
め

ら
れ
な
い
が
、
村
の
財
産
の
取

捨
選
択
を
ど
う
し
て
も
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来
る
と
思

う
が
そ
の
考
え
は
。

村
長
　
取
捨
選
択
と
し
て
村
の

制
度
や
補
助
金
の
見
直
し
が
重

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
効
率

の
補
助
金
と
利
用
の
無
い
補
助

金
の
仕
分
け
、
例
年
や
っ
て
い

る
か
ら
の
考
え
を
改
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
も

徐
々
に
や
っ
て
き
て
は
い
る
が
、

そ
こ
も
更
な
る
手
直
し
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
表
彰
条
例
の
第
２
条
の
第

９
号
は
「
向
上
に
つ
い
て
、
そ

の
功
績
が
顕
著
な
も
の
」
と
い

う
曖
昧
な
記
述
で
あ
る
。
近
年

の
文
化
・
体
育
で
の
選
考
基
準

は
。

山
口
総
務
課
長
　
そ
れ
ぞ
れ
予

選
等
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
基
準
と
し
て
、
個

人
・
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

問
　
９
号
適
用
は
、
単
年
度
で

の
成
績
、
功
績
と
い
う
場
合
が

多
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
毎
年

功
労
者
表
彰
と
い
う
ケ
ー
ス
も

考
え
ら
れ
る
。
他
の
永
年
で
の

表
彰
と
一
緒
に
、
功
労
賞
と
い

う
ひ
と
く
く
り
の
中
で
の
表
彰

は
如
何
か
。

村
長
　
確
か
に
そ
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
も
出
て
き
て
お
り
検
討
し

ま
す
。

問
　
近
年
の
中
高
生
の
活
躍
は
、

村
に
明
る
い
話
題
を
提
供
し
て

頂
き
、
そ
の
努
力
や
精
進
に
敬

意
を
表
す
る
が
、
例
え
ば
「
奨

励
賞
」「
功
績
賞
」「
ス
ポ
ー
ツ

特
別
賞
」
と
い
っ
た
形
で
の
表

彰
が
適
切
で
は
な
い
か
。

村
長
　
条
例
上
で
考
え
れ
ば
、

広
い
意
味
で
功
労
と
い
う
解
釈

も
で
き
る
が
、
内
容
の
細
分
化

に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

問
　
公
職
等
の
表
彰
基
準
は
最

低
で
も
１２
年
。
時
代
背
景
も
あ

り
見
直
し
は
。

村
長
　
公
職
に
準
じ
る
職
等
に

は
、
現
在
の
状
況
に
そ
ぐ
わ
な

い
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問
　
村
に
は
褒
賞
要
綱
も
あ
る
。

こ
の
要
綱
で
は
、
個
人
が
対
象

と
思
わ
れ
る
が
、
村
内
の
伝
統

の
継
承
、
地
域
振
興
に
貢
献
し

て
頂
い
て
い
る
団
体
に
は
で
き

な
い
の
か
。

村
長
　
団
体
へ
の
表
彰
も
今
後

の
活
動
の
励
み
に
も
な
り
、
良

い
と
考
え
ま
す
。

問
　
寄
与
等
の
善
行
者
へ
の
表

彰
・
感
謝
状
に
つ
い
て
「
多
額

の
」
と
い
う
記
述
だ
が
、
現
在

の
額
の
基
準
は
。

村
長
　
慣
例
で
１
０
０
万
円
を

一
つ
の
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
寄
付
し
て
頂
く
方
の
村
に

対
す
る
気
持
ち
は
一
緒
で
、
額

で
は
な
い
と
思
う
が
。

村
長
　
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、

他
の
ご
指
摘
の
点
も
含
め
、
過

去
の
経
過
等
も
踏
ま
え
、
至
急

検
討
し
ま
す
。

現在の表彰条例について見直しが必要ではないか
表彰内容の細分化等、条例・基準・要綱について検討する

草刈等の仕組みづくりを早急に検討したい

計画的に行政の効率化、スリム化を視野に入れなくてはならない

村内道路管理について

人口問題について

吉
村
金
利

熊
谷
義
文
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問
　
故
安
倍
元
総
理
の
国
葬
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ら
れ
対
応
さ
れ
る
の
か
。

村
長
　
９
月
２７
日
に
葬
儀
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
は
、
半
旗
を
掲
げ
る

と
か
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
村
と

し
て
の
対
応
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
ご
本
人
の
ご
功
績
に
対
し

て
は
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
賛
成
反
対
と
い
う
こ
と
で
ご

本
人
家
族
は
悲
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
個
人
的

に
は
自
民
党
葬
祭
の
よ
う
な
形

で
も
と
思
っ
て
い
ま
す
。

黒
柳
教
育
長
　
歴
代
の
総
裁
と

し
て
一
番
長
く
在
籍
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
文
部
科
学
省
か
ら
も

特
段
の
指
示
は
来
て
お
り
ま
せ

ん
。
政
治
的
中
立
が
求
め
ら
れ

る
教
育
現
場
と
し
て
は
、
児
童

生
徒
、
保
護
者
の
皆
様
に
も
い

ろ
い
ろ
な
お
考
え
が
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
、
教
育
長
と
し
て

個
人
的
な
考
え
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
阿
智
村
の
農
業
に
つ
い
て
、

現
状
を
見
る
中
で
は
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
問
題
、

地
産
地
消
な
ど
課
題
が
山
積
し

て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
お
考
え
は
。

村
長
　
現
在
の
阿
智
村
の
農
業

従
事
者
の
年
齢
構
成
を
み
る
と

５
年
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
心
配
で
あ
る
こ
と
は
事

実
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
改

め
て
農
業
の
大
切
さ
、
食
料
自

給
率
、
地
産
地
消
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
村
で

は
産
業
振
興
公
社
を
作
っ
て
取

り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
阿
智

村
産
の
お
米
に
つ
い
て
、
昼
神

温
泉
で
の
利
用
、
地
元
商
店
で

の
利
用
な
ど
成
果
は
少
し
ず
つ

で
あ
る
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

後
継
者
、
人
材
育
成
に
つ
い
て

も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
研

修
制
度
な
ど
で
対
応
し
て
き
て

い
る
こ
と
が
、
地
に
つ
き
始
め

て
き
て
い
ま
す
。

　
村
内
で
の
受
け
入
れ
態
勢
も

空
き
家
の
提
供
や
村
の
住
居
対

策
に
つ
い
て
も
ま
だ
ま
だ
不
十

分
な
点
が
あ
り
ま
す
。

問
　
リ
ニ
ア
室
長
外
部
招
聘
の

議
会
否
決
後
、
先
方
へ
の
お
断

り
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
か
。

村
長
　
否
決
後
、
間
を
空
け
ず

口
頭
で
丁
寧
に
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問
　
６
月
議
会
で
、
リ
ニ
ア
室

長
招
聘
に
は「
職
を
賭
す
覚
悟
」

と
発
言
さ
れ
た
。
今
の
心
境
は
。

村
長
　
着
任
し
て
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
と
き
が
失
敗
。
職
を

賭
す
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
不
登
校
に
つ
い
て
子
育
て

支
援
室
で
は
「
兄
や
姉
が
不
登

校
で
あ
る
兄
弟
は
不
登
校
に
な

る
。
必
ず
し
も
学
校
が
原
因
で

な
く
、
家
庭
が
原
因
で
あ
る
こ

と
も
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、

教
育
長
の
お
考
え
は
。

黒
柳
教
育
長
　
私
も
確
か
に
反

省
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
会

議
内
容
を
正
確
に
打
ち
出
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
微
妙
な
扱
い

の
会
議
録
は
配
慮
し
ま
す
。

問
　
村
長
は
、
「
村
の
子
ど
も

に
は
い
ず
れ
村
に
帰
っ
て
来
て

ほ
し
い
。
村
を
支
え
て
ほ
し
い
」

と
の
願
い
を
持
っ
て
い
る
。
村

に
は
日
本
一
の
星
空
と
花
桃
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
見
学
が
「
育

ま
れ
る
地
域
愛
」
と
思
う
が
ど

う
か
。

教
育
長
　
い
ろ
ん
な
形
で
見
学

し
て
い
る
と
思
う
が
、
村
と
し

て
今
は
企
画
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
☆

後
藤
育
英
基
金
奨
学
金

の
創
設
に
つ
い
て
、
遅
々
と
し

て
進
ん
で
い
な
い
。
今
後
ど
う

考
え
て
い
く
の
か
。

村
長
　
内
部
で
最
終
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
い
ま
す
。
来
年
の
利

用
者
に
間
に
合
わ
せ
ま
す
。

問
　
円
安
・
コ
ロ
ナ
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
で
物
価
上
昇
を
招
い

て
い
る
。
学
校
給
食
費
に
つ
い

て
年
度
途
中
か
ら
の
値
上
げ
は

許
さ
れ
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

村
長
　
村
も
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
先
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
体
育
施

設
等
の
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い

る
。
村
の
都
合
で
利
用
時
間
を

制
限
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
他
市
町
村
の
施
設
利

用
に
対
す
る
利
用
料
を
村
が
負

担
す
べ
き
だ
。

村
長
　
使
用
料
金
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
は
気
の
毒
な
の
で
、

調
査
し
検
討
し
ま
す
。

阿智村の農業について
農業で儲かる経営ができるようにしていきたい

実情を調査し、検討する

来年度の入学者に間に合わせたい

コロナ禍での他市町村施設利用料を村が負担すべき

「後藤育英基金奨学金創設」のその後の検討具合は

大
嶋
正
男

佐
々
木
幸
仁
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キックオフ企画の様子

　
９
月
３
日
、
阿
智
村
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
報
告
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、

越
智
方
美
（
お
ち
ま
さ
み
）
さ
ん
で
、
独
立

行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
研
究

国
際
室
　
客
員
研
究
員
の
方
で
す
。

は
じ
め
に
、
国
立
女
性
教
育
会
館
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
研
修
、

調
査
研
究
、
広
報
・
情
報
発
信
、
国

際
貢
献
を
行
っ
て
い
る
所
と
の
こ
と

で
す
。
世
界
か
ら
見
た
日
本
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
指
数
は
、
１
４
６
か
国

中
１
１
６
位
と
出
遅
れ
て
い
ま
す
。

１
位
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
、
２
０
０

９
年
に
は
初
の
女
性
首
相
が
誕
生
、

男
女
同
数
の
政
府
が
初
め
て
誕
生
し

て
い
ま
す
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
阿
智

村
の
共
通
点
は
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

将
来
、
阿
智
村
は
男
女
共
同
参
画
の

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
、
色
々
考
え
る
中
で
参
画
し

ま
せ
ん
か
。
例
え
ば
、
男
性
の
育
児

休
暇
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
ひ
と

つ
に
職
場
が
男
性
の
育
児
休
業
を
推

進
す
る
雰
囲
気
で
は
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
前
例
が
な
い
か
ら
、
人
員

の
代
替
え
が
難
し
い
か
ら
と
の
理
由

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
不
在
の
時
に

誰
が
や
る
か
人
員
の
棚
卸
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
持
続
可

能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
地
域
活
動
か
ら
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

仕
事
と
生
活
の
調
和
。
「
消
防
団
活

動
に
お
い
て
は
、
内
容
の
棚
卸
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
、
た
く
さ
ん
事
例
を
集
め

て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
」
と
講
師
の
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
の
キ
ッ

ク
オ
フ
企
画
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

唐
澤
　
浩
平

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
　
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
　

暮
ら
せ
る
村
へ

昼
神
温
泉
経
営
者
会

の
み
な
さ
ま
と
の

懇
談
会
に
つ
い
て

　
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は

昼
神
温
泉
経
営
者
会
の
み
な
さ
ま
と

懇
談
会
を
８
月
２５
日
に
開
催
し
ま
し

た
。

　
懇
談
会
は
今
ま
で
も
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
特
に
昼
神
温
泉
出
湯
５０

周
年
と
い
う
メ
モ
リ
ア
ル
な
年
で
も

あ
る
の
と
、
ど
う
し
て
も
つ
い
て
回

る
悩
ま
し
い
コ
ロ
ナ
禍
を
中
心
に
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

次
の
通
り
で
す
。

●
昼
神
温
泉
の
現
況
に
つ
い
て

•
観
光
業
は
相
変
わ
ら
ず
コ
ロ
ナ
に

右
往
左
往
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

３
月
ま
で
の
蔓
延
防
止
の
規
制
が
終

わ
り
、
今
は
行
動
制
限
が
な
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
令
和
元
年
同
時
期

と
比
較
す
る
と
ま
だ
７０
％
と
い
う
状

況
で
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

•
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
も
受
け

て
お
り
食
料
品
や
燃
料
を
中
心
に
大

変
な
物
価
高
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

•
出
湯
５０
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
を

有
効
に
活
用
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

•
人
手
不
足
の
問
題
も
深
刻
で
す
。

　
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
旨
の

意
見
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

●
議
会
側
と
の
意
見
交
換
か
ら

•
温
泉
側
も
期
待
し
て
い
る
☆

昼
神

温
泉
リ
ニ
ア
新
時
代
構
想
が
な
か
な

か
進
ま
な
い
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

•
湯
め
ぐ
り
の
５０
周
年
イ
ベ
ン
ト
の

効
果
を
期
待
し
た
い
。

•
村
側
も
積
極
的
に
観
光
に
興
味
の

あ
る
人
材
の
育
成
招
致
に
力
を
注
ぎ

食
事
処
等
の
出
店
が
で
き
れ
ば
温
泉

の
み
で
は
な
く
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

•
温
泉
に
来
ら
れ
た
お
客
様
が
道
の

駅
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
聞
か
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

•
リ
ニ
ア
か
ら
昼
神
温
泉
へ
つ
な
ぐ

ア
ク
セ
ス
を
行
政
が
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

•
行
政
、
議
会
と
温
泉
経
営
者
の
交

流
を
深
め
た
い
。

　
村
が
取
り
組
む
べ
き
貴
重
な
ご
意

見
を
頂
き
、
今
後
の
村
と
の
議
論
に

生
か
し
た
い
も
の
で
す
。吉

村
　
金
利

男
女
共
同
参
画
キ
ッ
ク
オ
フ
企
画
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全員協議会の構成メンバーは？
全員協議会（全協）は全議員で構成され、各委員会で協議したことの報告や委員会に属さない案件、全議員で扱う
ことが適切と判断した案件について協議します。
インボイス制度についてもっと詳しく教えて！
消費税には、物を買った時にかかる消費税（仕入税額）と、物を売った時にかかる消費税（売上税額）があります。全
ての個人、法人には納税義務があり、本来であれば売上税額は全額納税する必要があります。しかし、すでに仕入
の際に仕入税額は支払っている場合、同じ物に二重で納税することになります。このため、申請をすることにより、
すでに支払っている仕入税額分を控除してもらうことができます。
インボイス制度では、この仕入税額を正確に把握するために、正確な税率・税額が記載された適格請求書（インボ
イス）が必要になります。逆に言えば、インボイスがないと仕入税額控除をしてもらうことができません。このため、
「インボイスを発行しない個人、企業とは取引しない」や、「インボイスを発行してもらえないから仕入税額も負担す
る」といった企業が出てくる可能性があるという問題があります。

南
信
州
広
域
連
合
議
会
に
つ
い
て

■
概
要

　
広
域
連
合
と
は
、
複
数
の
市
町
村

や
特
別
区
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一

部
を
共
同
で
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
置
す
る
組
織
で
、
特
別
地
方
公

共
団
体
の
一
つ
で
す
。

　
南
信
州
広
域
連
合
は
、
下
伊
那
郡

の
一
市
三
町
十
村
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
扱
っ
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
、
飯
田
広
域
消
防
や
稲
葉
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
事
業
、
阿
南
学
園
の

管
理
運
営
、
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
調

整
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
意
外
と
身
近

な
事
業
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
ね
。

　
他
に
も
、
リ
ニ
ア
時
代
へ
の
広
域

的
地
域
づ
く
り
や
移
住
促
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
ま
た
看
護
師
等
確
保
対
策

修
学
資
金
貸
与
事
業
（
看
護
師
等
の

確
保
を
狙
い
と
す
る
奨
学
金
制
度
で
、

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
に
従
事
す
る

場
合
は
返
還
の
猶
予
や
免
除
が
あ

る
）
も
広
域
連
合
の
事
業
で
、
利
用

さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
最
近
で
は
信
大
新
学

部
誘
致
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
議
会
構
成

　
広
域
連
合
の
執
行
機
関
の
長
は
飯

田
市
長
が
つ
と
め
て
お
り
、
執
行
機

関
を
チ
ェ
ッ
ク
し
議
案
を
議
決
す
る

機
関
と
し
て
、
南
信
州
広
域
議
会
が

あ
り
ま
す
。
飯
田
市
議
会
か
ら
１２
名
、

町
村
か
ら
各
々
１
〜
２
名
の
議
員
が

広
域
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。
阿
智
村
か
ら
は
、
私
と
総
務

常
任
委
員
長
の
２
名
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

■
常
任
委
員
会
制
度
の
導
入
と

　
阿
智
村
議
会
の
在
り
方

　
令
和
４
年
度
、
こ
の
広
域
連
合
議

会
に
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
常
任
委
員
会
制
度
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
今
ま
で
は
協
議
会

組
織
し
か
な
く
、
提
出
議
案
に
つ
い

て
審
査
す
る
委
員
会
の
機
能
は
持
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
そ
の
こ

と
が
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
、
数
年

の
協
議
と
準
備
を
経
て
、
今
年
度
か

ら
常
任
委
員
会
を
持
つ
議
会
と
な
り

ま
し
た
。
常
任
委
員
会
は
「
総
務
委

産
業
委
員
会
」「
医
療
福
祉
委
員
会
」

「
消
防
環
境
委
員
会
」
の
３
つ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
、
審
査
以

前
・
以
外
の
協
議
を
行
う
協
議
会
機
能

も
持
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
常
任
委
員
会
制
の
導
入
に
よ
り
、

広
域
議
会
の
開
催
日
数
は
確
か
に
増

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
議
会
ら
し
い

機
能
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
の
方
が
歓

迎
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
こ
の
際
、

定
例
会
月
以
外
に
委
員
会
協
議
会
を

行
う
阿
智
村
議
会
の
委
員
会
の
在
り

方
が
ひ
と
つ
の
良
い
例
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
誇
ら
し
く
思

っ
た
も
の
で
す
。

■
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
の
話
題

　
昨
今
話
題
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を
、

こ
の
下
伊
那
地
域
で
導
入
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
す
。
身

近
な
地
域
づ
く
り
の
話
題
の
ひ
と
つ

で
す
。
対
外
的
な
地
域
ア
ピ
ー
ル
の

み
な
ら
ず
、
地
域
の
一
体
感
の
醸
造

も
期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

議
長
　
吉
田
　
哲
也

読者からの質問コーナー
今回は読者さんから質問をいただいておりますのでお答えしていきます！
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☆若駒アカデミーとは　中学生を対象に村が行う学習塾。
ページ 用語解説

☆あちっこプラザとは　子どもの医療、保健福祉、教育や子育てに関する、相談援助や支援サービスを包括的、一体的
に行う地域子育て支援拠点施設のこと。

☆財政硬直化とは　新たな政策等に自由に使える予算が少ない（ない）状態。柔軟性・弾力性が少ない（ない）ともいわ
れる。

☆福祉灯油等購入費助成事業とは　灯油等の価格高騰を受け令和３年度に行った、70歳以上のみの家庭に１世帯あ
たり１万円相当額の灯油等引換券を支給した事業。
☆福祉施設等燃油価格高騰対策緊急補助金とは　燃油（灯油、Ａ重油、ガソリン、軽油）の価格高騰を受け令和３年度
に行った、福祉施設等での燃油購入１リットルあたり１０円を補助する補助金。
☆成年後見人とは　認知症や知的障害などで判断能力が不十分の人の代わりに法定権利を担う人。本人の代わりに、
必要な契約の締結や、財産の管理をする。
☆青色申告、白色申告とは　確定申告の種類で、青色申告の方が手続きや書類の整備が複雑で手間がかかりますが、税
金の対象となる所得の一部が特別に控除される。
☆公園費用便益比とは　公園を整備における費用対効果の評価に使われる。１より大きくなると便益（効果）の方が大
きくなり、より効果があると判断できる。

☆伏谷橋（ふせやばし）とは　第三小学校の北西にある中央道を横断する橋。老朽化また使用頻度が少ないため撤去す
る。村管理で、本来ならば村単独で撤去するが、今なら国と中日本高速道路(株)（NEXCO中日本）も工事費を負担し
てくれる。
☆奥山、里山とは　奥山は人があまり入り込まないような深い山奥のこと。里山は人里近くにあり、昔から人々が生活
のために使用してきた山（森林）のこと。
☆森林（経営）管理制度とは　民有林のうち、経営管理が行われていない森林について、市町村が所有者から委託を受
け経営管理したり、他の林業経営者に再委託したりして林業経営の効率化と森林管理の適正化を促進する制度。
☆里山整備利用地域制度とは　長野県では、地域住民が主体的に里山の整備・利用に取り組んでいる地域を「里山整
備利用地域」に認定している。認定されると、関係団体は補助率のよい数種類の支援策を受けることができる。

☆林地残材とは　樹木を伐採した際に、建築材などとして利用できず山林に放置されてしまう木材。枝や樹木の細い
部分。
☆信州やまほいく（信州型自然保育）とは　長野県では豊かな自然環境や地域資源を積極的に取り入れた保育の普及
を図るため「信州型自然保育認定制度」を創設し、取り組みを信州やまほいくと呼ぶ。
☆重層的支援体制とは　全ての地域住民を対象とする包括的支援の体制。一人一人必要な支援が違い、それぞれに対
応するため、地域や様々な団体が連携する体制。

☆（村道1-20号線）第１工区とは　村道1-20号線の拡幅工事は国道入口から第１～５工区に分け行う計画で、入口
側の第１工区から順次工事が行われる予定です。

☆観測井とは　地下水の増減を観測するための井戸。

☆人財とは　人が会社等の経営にとって財産であるという意味合いの言葉。
☆危機管理型水位計とは　国で基準が定められた水位計で、長期間メンテナンスが不要。洪水時の水位を10分おき
に観測し、ホームページ等で閲覧できる。

☆放課後子供教室とは　村内全小学校の全児童を対象に、放課後に「遊び」「学習」「体験」「スポーツ」のカテゴリーの
活動を月１回程度行っている。

☆後藤育英基金とは　名誉村民である後藤正さんが「教育の為に使ってほしい」とご寄付いただいたお金を基金とし
て積み立てている。奨学金としての利用が検討されている。
☆昼神温泉リニア新時代構想とは　昼神温泉全体のリニア開通後の姿を思い描いた構想。村では特に湯ったり～な昼
神や鶴巻荘を中心に建て替えやまちづくりを検討している。

☆和知野川（わちのがわ）とは　浪合地区の中心部を流れる川。

☆放課後学習教室とは　村内全小学校で、高学年を対象に放課後の時間に算数と英語を学習する教室を実施している。
☆デマンドとは　需要や要求のこと。

☆里山整備利用推進協議会とは　里山整備利用地域制度を活用する際に主体となる団体。
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☆健全財政とは　歳入と歳出のバランスがとれた財政。

☆請願とは　国や地方公共団体に意見や要望、苦情の要請を行うこと。

☆長塚橋（おさつかばし）とは　市の沢（国道）から阿智川を渡り曽山へ向かう橋。今後、橋脚の修繕を行う予定。

　朝晩が肌寒くなり、虫の合唱団もあちこちでコンサートを開いています。秋の
到来と冬の陰を感じます。紅葉もいよいよ本番を迎え、さんぽも気持ちいい季
節です。どこかにお出かけしたくなっちゃいますね！
　さて、今回も一緒に用語の勉強をしていきましょう！

おしえて！セイアくん！（仮）
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ご意見・ご感想を議会事務局まで
お寄せください。また、議会傍聴
にいらしてください。
。 電話（43－2220）

FAX（43－4365）
E-mail　gikai2@vill.achi.lg.jp

議　会
事務局

阿智村 HP  https://www.vill.achi.lg.jp/
★こちらもご覧ください。

　
９
月
２２
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

で
開
催
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
広
場
に

て
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
と
子
育

て
支
援
の
充
実
に
向
け
て
活
動
さ
れ

て
い
る
「
あ
ち
っ
こ
ネ
ク
ト
」
の
皆

さ
ん
と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
保
育
園
入
園
前
の
お
子
さ
ん
は
、

普
段
見
慣
れ
な
い
私
た
ち
に
び
っ
く

り
し
な
が
ら
も
元
気
に
遊
び
、
そ
の

様
子
を
見
な
が
ら
賑
や
か
に
意
見
交

換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
談

の
中
で
は
、
現
在
整
備
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
運
動
公
園
に
つ
い
て
、

温
暖
化
に
伴
っ
て
公
園
利
用
の
様
子

も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
維
持

管
理
状
況
な
ど
も
含
め
て
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
広
場
が
開
催
さ
れ
て
い
る
保
健
セ

ン
タ
ー
は
「
保
健
医
療
施
設
・
福
祉

施
設
」
登
録
さ
れ
て
い
て
他
施
設
よ

り
制
限
が
厳
し
く
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍

で
は
、
度
々
利
用
で
き
な
く
な
る
な

ど
子
ど
も
が
気
兼
ね
な
く
遊
び
に
行

け
る
場
所
が
な
く
、
孤
独
感
を
持
た

れ
た
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
保
育

園
入
園
ま
で
の
時
間
は
終
わ
っ
て
し

ま
え
ば
あ
っ
と
い
う
間
で
す
が
、
当

事
者
に
と
っ
て
は
一
日
千
秋
、
心
穏

や
か
に
子
ど
も
と
向
き
合
え
る
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
、
時
代
に
即
し
た

も
の
と
な
る
よ
う
、
常
に
変
化
が
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
あ
ち
っ
こ
ネ
ク
ト
の
皆
さ
ん
と
は
、

若
年
層
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
に
つ

い
て
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
若
い

人
た
ち
は
何
も
考
え
て
い
な
い
の
で

は
な
く
、
生
活
の
中
で
課
題
が
あ
る

と
感
じ
た
時
に
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ

て
発
信
し
て
い
け
る
か
、
そ
の
道
筋

を
知
ら
な
い
た
め
、
内
輪
話
で
終
わ

っ
て
し
ま
う
こ
と
。
ま
た
、
行
政
に

声
を
届
け
て
改
善
さ
れ
た
と
い
う
成

功
体
験
が
少
な
い
た
め
に
、
最
初
か

ら
諦
め
て
し
ま
う
、
興
味
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
悪
循
環
に
な

っ
て
い
る
こ
と
。
議
会
と
し
て
、
こ

の
部
分
に
は
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
懇
談
の
場
で
出
さ
れ

た
意
見
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
若

年
層
の
社
会
参
加
を
促
し
、
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
へ
繋
が
る
と
感
じ
た

懇
談
会
で
し
た
。

田
中
　
真
美

　
酷
暑
が
過
ぎ
気
づ
け
ば
す
っ
か
り

秋
。
コ
ス
モ
ス
の
花
が
風
に
揺
れ
虫

の
声
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
や
小
麦
の
不
作
等

値
上
げ
の
秋
に
日
々
の
や
り
く
り
が

本
当
に
大
変
で
す
。
飽
食
の
時
代
を

過
ご
し
て
き
た
今
こ
そ
食
の
尊
さ
を

見
つ
め
直
す
機
会
と
し
た
い
も
の
で

す
。
住
ん
で
い
る
周
辺
の
食
物
を
取

る
の
が
健
康
の
秘
訣
で
す
。
地
産
地

消
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
当
た
り
前

と
思
っ
て
い
た
日
常
が
、
い
か
に
倖

せ
だ
っ
た
か
と
感
じ
る
瞬
間
が
誰
に

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
は

人
間
の
無
力
さ
や
社
会
の
脆
弱
さ
を

浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。
弱
く
な
っ

た
時
こ
そ
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
て

い
た
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。
弱
さ
に
気
づ
く
こ
と
は
他
人

を
思
う
心
を
持
つ
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
助
け
合
っ
て
今
を
乗
り
越
え
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
よ
り
深
く

活
発
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
議
会
も
半
期
折
り
返

し
で
す
。
次
号
か
ら
新
た
な
広
報
委

員
が
議
会
だ
よ
り
の
編
集
と
な
り
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。櫻

井
　
久
江

子育て支援充実に向けて
子ども広場にて　あちっこネクト懇談




